
年
金
だ
よ
り

祝 
成
人
お
め
で
と
う
！
新
成
人
の
皆
さ
ん
、

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

祝 
成
人
お
め
で
と
う
！
新
成
人
の
皆
さ
ん
、

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

市
民
課 

国
民
年
金
係
☎
9
7
3
ー
5
4
9
8

加
入
し
な
く
ち
ゃ
ダ
メ
な
の
？

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ

け
で
は
な
く
、
病
気
や
け
が
で
重
い
障

害
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に
も
年
金
を
支

給
し
、
思
い
が
け
な
い
人
生
の
「
万
が

一
」
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的
年
金
制
度

で
す
。

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
も
っ
て

運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
支
給
さ
れ
る

年
金
の
半
分
の
額
が
国
の
税
金
か
ら
負

担
さ
れ
る
な
ど
、
と
て
も
有
利
で
安
心

な
制
度
で
す
。

年
金
手
帳
は
将
来
就
職
や
退
職
、
ま

た
は
年
金
の
請
求
手
続
き
を
す
る
と
き

な
ど
に
提
出
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
第
１
号
被
保
険

者
は
日
本
年
金
機
構
か
ら
年
金
手
帳
が

送
付
さ
れ
ま
す
。
年
金
手
帳
を
し
っ

か
り
管
理
し
て
、
自
分
の
年
金
加
入

記
録
を
残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
自
分

の
年
金
記
録
を
管
理
す
る
の
は
あ
な
た

で
す
！

QQ
日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
か
ら

60
歳
に
な
る
ま
で
の
す
べ
て
の
方
は

（
外
国
人
含
む
）、
国
民
年
金
に
加
入

し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
義
務
が
あ

り
、
年
金
を
受
け
取
る
権
利
が
あ
り

ま
す
。

AA
ど
う
や
っ
て
加
入
す
る
の
？

QQ
学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
方
で
、
20

歳
に
な
っ
て
第
１
号
被
保
険
者
と
な

る
方
（
学
生
、
自
営
業
者
等
。
フ
リ
ー

AA

未
納
に
し
て
い
る
と
ど
う
な
る
の
？

QQ
国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て

い
る
と
、
次
の
事
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

・
事
故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た
際
、
障

害
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
　

・
万
が
一
死
亡
し
た
際
、
遺
族
が
遺
族

基
礎
年
金
を
受
け
取
れ
な
い

（
遺
族
基
礎
年
金
上
の
遺
族
と
は
18
歳

未
満
の
子
、
も
し
く
は
18
歳
未
満
の
子

を
も
つ
妻
を
指
し
ま
す
）

・
老
後
の
年
金
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

り
、
年
金
額
が
低
く
な
っ
て
し
ま
う

※
こ
の
よ
う
に
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き

ま
す
。
納
付
、
も
し
く
は
免
除
等
の

手
続
き
を
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

AA

保
険
料
が
払
え
な
い
の
だ
け
ど
…

QQ
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
の

平
成
24
年
度
の
保
険
料
額
は
、
月
額

１
４
，９
８
０
円
で
す
。

学
生
や
フ
リ
ー
タ
ー
で
、
収
入
が
少

な
い
た
め
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
で
き
な
い
場
合
は
、
申
請
を
す
れ
ば

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
・
免
除
と
な
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、
所
得

が
な
い
学
生
の
方
の
ご
本
人
の
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。

ま
た
、
学
生
以
外
の
一
般
の
自
営
業

者
の
方
な
ど
は
、
経
済
的
な
理
由
等
に

AA
タ
ー
や
無
職
の
方
も
含
ま
れ
ま
す
）

は
、
う
る
ま
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金

係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第
２
号

被
保
険
者
の
方
や
、
そ
の
第
２
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶
者
の
第
３
号

被
保
険
者
の
方
は
、
勤
務
先
の
事
業
所

が
加
入
手
続
き
を
行
い
ま
す
の
で
、
個

別
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
に
、

ご
本
人
の
申
請
に
よ
っ
て
「
保
険
料
免

除
制
度
」
や
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

保
険
料
を
安
く
で
き
な
い
の
？

QQ
通
常
の
口
座
振
替
の
振
替
日
は
翌
月

末
で
す
が
、
申
出
に
よ
り
当
月
末
振
替

に
す
る
と
、
１
か
月
あ
た
り
50
円
割
引

さ
れ
て
お
得
で
す
。

ま
た
、
そ
の
年
度
の
１
年
分
ま
た
は

半
年
分
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い

（
前
納
）
す
る
と
、
納
付
書
（
現
金
）

で
納
め
る
よ
り
割
引
額
が
多
く
大
変
お

得
で
す
。

AA

将
来
、
十
分
な
年
金
が
本
当
に

も
ら
え
る
の
？

QQ
物
価
の
変
動
等
に
あ
わ
せ
て
、
年
金

額
が
改
定
さ
れ
る
た
め
、
年
金
に
加
入

（
20
歳
）
し
て
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を

受
給
す
る
ま
で
の
間
、
経
済
社
会
が

大
き
く
変
動
し
た
と
し
て
も
、
年
金

の
価
値
が
保
障
さ
れ
ま
す
。
国
民
年

金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
２
分
の
１
が

国
庫
負
担
（
税
金
）
で
賄
わ
れ
て
い

る
た
め
、
払
っ
た
保
険
料
を
上
回
る

給
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

AA年
金
手
帳
は
大
切
に
！

年
金
手
帳
は
大
切
に
！

おきなわアジェンダ21県民環境フェア

天願川の美化に貢献

受賞の報告に訪れた天願生き活き会の関係者

暴力団排除の措置を講じるための連携に関する協定を締結

平穏な生活を確保するために

協定書に署名した當山うるま警察署長と島袋市長

うるま市では、暴力団の存在及び暴力団員による不当
な行為により、行政、市内における事業活動及び市民の
生活に生じる不当な影響を排除し、市民の安心・安全で
平穏な生活を確保することなどを目的に、うるま市暴力団
排除条例を平成24年1月1日より施行していることから、12
月5日、うるま市とうるま署は、同条例に基づき暴力団排除
の措置を講じるための連携に向けた協定を結びました。
【協定の概要】
①市の事務等の対象者が暴力団員又は暴力団密接関
係者であるか否かについてうるま警察署長に照会し、
その回答を受けること。
②市の事務等から暴力団を排除するため、うるま警察
署長と連携を図ること。
③市が暴力団排除に取り組む市民等に対して行う支援
等について、うるま警察署長と連携を図ること。

多年にわたり天願川周辺の清掃や除草作業、植樹活
動を行っている「天願生き活き会」が、環境保全に貢献
したとして、11月4日に開催された「おきなわアジェンダ21
環境フェア」において、沖縄県知事より表彰されました。
11月12日、市役所を訪れた関係者が、市長に受賞の喜び
と今後の抱負を語りました。
同会は平成19年に結成され、毎月1回の清掃活動等ほか
緑化先進地との交流会や自主研修会などを行っています。

トランポリン・シャトル競技大会
トランポリンで優勝

優勝や上位入賞を果たした選手たち

第96回農事功績表彰緑白綬有功章受章
地域農業振興に貢献

11月3日に沖縄県総合運動公園で行われた第10回ト
ランポリン・シャトル競技大会で、市内で活動する「うるま
トランポリンクラブ」と「ケンケン体操クラブ」の選手が、個
人や団体の部で優勝や上位入賞を果たしました。
11月12日、両チームの選手と関係者が市役所を訪れ、
選手一人ひとりが島袋市長と謝敷教育長に上位入賞を
果たした喜びと今後の抱負を語りました。

喜びの報告を行った山口さんと関係者

各試合で熱戦が繰り広げられました

露地栽培地域で最初のトマト施設栽培やなすのブラン
ド産地化に取り組み、土づくりを重視した環境保全型農業
を行い、また、指導農業士として若手の育成に取り組んで
いることが認められ、山口榮勝さんが緑白綬有功章を受
章し、12月5日、市役所を訪れ受章の報告を行いました。

やまぐちえいかつ

第3回うるま市長杯フットサルフェスタ
幅広い層がサッカーを楽しむ

サッカーを通じて、豊かなスポーツ文化を創造し、子ども
から大人までの「ふれあい・健康・生きがい」づくり地域社
会の活性化に貢献することを目的に12月9日、具志川多種
目球技場で行われました。
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